
5 大田区バリアフリー基本構想策定
平成22年度　～　平成26年度　（5年間） 大田区

大田区バリアフリー計画について区民・事業者等と協働して検討する体制を強化する。（参加人数を50人/年（H22）から100人/年（H26）に増加）

（H22当初） （H24末） （H26末）
バリアフリー計画の策定検討において住民・事業者等との協働を強化するべく、住民・事業者等の参加人数を増加させる。

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H22 H23 H24 H25 H26

1-A-1 交通 一般 大田区 直接 大田区都市交通システム整備事業 13

1-A-2 交通 一般 大田区 直接 大田区都市交通システム整備事業 30

合計 43

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

1-C-1 交通 一般 大田区 直接 重点整備地区バリアフリー点検 2

1-C-2 交通 一般 大田区 直接 段階的な段差解消等整備促進 段差解消等整備 2

合計 4

番号 備考

1-C-1 重点整備地区の整備計画に、地域住民の意見を反映する。

1-C-2 点検箇所に関して段階的に段差解消等を行い、面的な整備を推進する。

平成23年3月24日

80人/年 100人/年

定量的指標の現況値及び目標値

大田区

大田区

社会資本総合整備計画（市街地整備）

番号

番号

事業内容
市町村名

港湾・地区名

要素となる事業名

一体的に実施することにより期待される効果

事業者
全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度）
（延長・面積等）

Ｃ 4百万円

基礎調査・全体構想策定

重点整備地区構想策定

全体事業費
（百万円）市町村名

大田区

大田区

一体的に実施することにより期待される効果

事業内容
市町村名

備考
最終目標値中間目標値

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
8.5%

効果促進事業費の割合

交付対象事業

当初現況値

計画の名称

交付対象

区部の道路並びに道路周辺環境の整備やバリアフリー化を実施することにより、都心部の都市再生や都市景観の創出及び渋滞解消、防災強化を図る。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式

計画の目標

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

全体事業費

計画の期間

大田区

50人/年

47百万円

要素となる事業名

大田区

43百万円 0百万円ＢＡ

事業者
（事業箇所）

要素となる事業名
全体事業費
（百万円）事業者

バリアフリー点検

大田区

大田区



（図面）市街地整備

計画の名称 5 大田区バリアフリー基本構想策定

計画の期間 平成22年度　～　平成26年度　（5年間） 大田区交付対象

1111----AAAA----1111　　　　全体構想策定全体構想策定全体構想策定全体構想策定
1111----AAAA----2222　　　　重点整備地区構想策定重点整備地区構想策定重点整備地区構想策定重点整備地区構想策定
1111----CCCC----1111　　　　重点整備地区重点整備地区重点整備地区重点整備地区バリアフリーバリアフリーバリアフリーバリアフリー点検点検点検点検
1111----CCCC----2222　　　　段差解消等整備段差解消等整備段差解消等整備段差解消等整備


